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6-3-4  カワザンショウ類の経年変化 
平成18年度以降のヨシ原調査において確認された5種のカワザンショウ類の経年確認状況

を図 6-3-4-1～図 6-3-4-6 にそれぞれ示す。また、ヨシ原調査地点の地盤高および含泥率を

図 6-3-4-7 に示す。 

河口干潟、住吉干潟では、ヒラドカワザンショウ、カワザンショウが経年的に優占種とし

て確認されているが、平成 21 年度の春季にはクリイロカワザンショウが優占種になっている。 

種別の確認個体数および地点数の経年変化の概況は以下の通りである。 

・ カワザンショウの確認個体数および地点数は、河口干潟、住吉干潟ともに、平成 19 年度

に最大となり、近年は平成 18 年度と概ね同様の水準にある。 

・ クリイロカワザンショウの確認個体数および地点数は、河口干潟、住吉干潟ともに平成 20

年度に減少したものの平成 21 年度には増加している。 

・ ムシヤドリカワザンショウは確認個体数および地点数が少ないものの、各調査年度の春季

調査を中心に確認されており、春季の確認個体数については顕著な変化はみられない。 

・ ヒラドカワザンショウの確認個体数および地点数は、河口干潟では平成 19 年度以降減少

傾向にあったが、平成 21 年度の秋季には回復がみられた。一方、住吉干潟では平成 19 年

度以前と比較して減少する傾向にある。住吉干潟は、地盤高に変動がみられるものの、本

種の増減と連動していない。また、含泥率にも顕著な変化が認められない。さらに、生息

が確認された地点の地盤高および含泥率の範囲は減少傾向にないカワザンショウ、クリイ

ロカワザンショウと比較しても広い（図 6-3-4-8 参照）。これらのことから、住吉干潟に

おける地盤高や含泥率の変化が、本種の減少要因にはなっていないものと考えられる。 

・ ヨシダカワザンショウは、平成 18 年度および平成 19 年度に住吉干潟で確認されたが、こ

れ以降は確認されていない。本種は最も確認例が少なく、住吉干潟の No.-7.5_150 で平成

19 年度の秋季に 8 個体、No.-8.0_300 で平成 18 年度の秋季に 16 個体、平成 19 年度の春

季に 24 個体がそれぞれ確認されたのみである。No.-7.5_150 では、確認された当時から現

在まで地盤高や含泥率に大きな変化が認められないことを考慮すると、地盤高や含泥率以

外の要因によって減少しているものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)個体数は、1地点あたりの個体/㎡を算出し、集計したものである。 

図 6-3-4-1 カワザンショウ類の経年確認状況 
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注)個体数は、1地点あたりの個体/㎡を算出し、集計したものである。 

図 6-3-4-2 カワザンショウの経年確認状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)個体数は、1地点あたりの個体/㎡を算出し、集計したものである。 

図 6-3-4-3 クリイロカワザンショウの経年確認状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)個体数は、1地点あたりの個体/㎡を算出し、集計したものである。 

図 6-3-4-4 ムシヤドリカワザンショウの経年確認状況 
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注)個体数は、1地点あたりの個体/㎡を算出し、集計したものである。 

図 6-3-4-5 ヒラドカワザンショウの経年確認状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)個体数は、1地点あたりの個体/㎡を算出し、集計したものである。 

図 6-3-4-6 ヨシダカワザンショウの経年確認状況 
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図 6-3-4-7 ヨシ原調査地点における地盤高および含泥率の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)確認地点の地盤高および含泥率のデータは平成 18 年度～平成 21 年度のものを使用している。 

図 6-3-4-8 カワザンショウ類 3種の確認地点の地盤高および含泥率 
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6-3-5  ガザミ類の経年変化 
ガザミ類調査で確認されたガザミ類の個体数の経年変化を図 6-3-5-1 に示す。 

平成 18 年度にはガザミが 10 個体と最も多く確認されているが、その後は平成 20 年度お

よび 21 年度にそれぞれ 1個体ずつの確認に留まっている。 

一方、イシガニの確認数は平成 18 年度以降増加傾向にあり、平成 21 年度には過去最多の

9個体が確認されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)H18 年度は春季・秋季の両時期に F地点でカニ籠を紛失しており、一部データが欠測している。 

H21 年度は秋季に F、H地点でカニ籠を紛失しており、一部データが欠測している。 

図 6-3-5-1 ガザミ類確認状況の経年変化 
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6-3-6  定量調査 
6-3-6-1  定量調査における確認種の経年変化 

現行の定量調査が開始された平成 18 年度以降の干潟ごとの確認種数の経年変化を図

6-3-6-1 に示す。 

河口干潟の確認種数は、平成 18 年度の春季から平成 19 年度の春季にかけて 2倍に増加し

ているが、平成 19 年度秋季には大幅に減少している。その後緩やかに増加し、平成 20 年度

秋季以降は大きな変化はみられない。 

住吉干潟の確認種数は、平成 18 年度の春季以降、42～64 種の範囲で増減を繰り返してい

る。調査地点数は河口干潟の 45 地点（平成 19 年度のみ 44 地点）に対して 26 地点と少ない

が、確認種数に大きな差はみられない。住吉干潟には右岸側の泥質干潟、中州のヨシ原など、

範囲は狭いが多様な環境が存在し、これらの環境に適応した多種の底生生物が生息している

ため、河口干潟と同等の確認種数が得られたものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1)河口干潟 45 地点（平成 19 年度のみ 44 地点）、住吉干潟 26 地点で調査を実施している。 

2)平成 20 年度は春季に調査を実施していない。 

 

図 6-3-6-1 確認種数の経年変化（定量調査） 
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平成 18 年度以降の定量調査結果における、個体数でみた干潟ごとの優占種を表 6-3-6-1

に示す。 

河口干潟は、春季、秋季ともに全調査年度においてマルソコエビ属の一種が第一位の優占

種となっている。第二位～五位の優占種は、入れ替わりや季節変化はあるもののトリウミア

カイソモドキ、スナモグリ属の一種、コメツキガニ、エドガワミズゴマツボが概ね上位の優

占種に含まれる傾向に、調査年度間で大きな違いはない。 

住吉干潟は、春季、秋季ともに河口干潟に比べ、優占順位の入れ替わりが激しい。しかし、

チゴガニ、ヨコヤアナジャコ、エドガワミズゴマツボ、ヤマトオサガニ等が、第一位～五位

の優占種に含まれる傾向に、調査年度間での大きな違いはない。 

河口干潟、住吉干潟で、それぞれの優占種がエドガワミズゴマツボ、スナモグリ属の一種

を除き大きく異なるのは、砂分を主体とする河口干潟と、泥分を主体とする住吉干潟の底質

の違いを反映したものである。 

 

表 6-3-6-1 個体数でみた上位優占種（定量調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1)河口干潟 45 地点（平成 19 年度のみ 44 地点）、住吉干潟 26 地点で調査を実施している。 

2)平成 20 年度は春季に調査を実施していない。 

 

　　　　　　　優占順位
調査年度

第一位 第二位 第三位 第四位 第五位

H18 ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属 ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ｲｿｼｼﾞﾐ ﾄﾘｳﾐｱｶｲｿﾓﾄﾞｷ ﾋﾒｽﾅﾎﾘﾑｼ
H19 ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属 ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 ｱｻﾘ ﾄﾘｳﾐｱｶｲｿﾓﾄﾞｷ ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ
H21 ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属 ﾄﾘｳﾐｱｶｲｿﾓﾄﾞｷ ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ 短尾下目（ﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生）

　【秋季】
　　　　　　　優占順位
調査年度

第一位 第二位 第三位 第四位 第五位

H18 ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属 ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ｽﾅｶｷｿｺｴﾋﾞ属 ﾆﾎﾝｽﾅﾓｸﾞﾘ ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ属
H19 ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属 ﾄﾘｳﾐｱｶｲｿﾓﾄﾞｷ ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 ﾖｺﾔｱﾅｼﾞｬｺ
H20 ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属 ﾄﾘｳﾐｱｶｲｿﾓﾄﾞｷ ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ
H21 ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属 ﾄﾘｳﾐｱｶｲｿﾓﾄﾞｷ ﾖｺﾔｱﾅｼﾞｬｺ ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 ｺｹｺﾞｶｲ

　　　　　　　優占順位
調査年度

第一位 第二位 第三位 第四位 第五位

H18 ﾁｺﾞｶﾞﾆ ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ ﾆﾎﾝﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ﾅｷﾞｻｽﾅﾎﾘﾑｼ属
H19 Heteromastus  sp. ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 ﾁｺﾞｶﾞﾆ ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属
H21 ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ Heteromastus  sp. Glycera  sp. ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 ｽﾅﾓｸﾞﾘ属

　【秋季】
　　　　　　　優占順位
調査年度

第一位 第二位 第三位 第四位 第五位

H18 ﾁｺﾞｶﾞﾆ ﾖｺﾔｱﾅｼﾞｬｺ ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ属 ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ
H19 Heteromastus  sp. ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ ﾖｺﾔｱﾅｼﾞｬｺ ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ ｽﾅﾓｸﾞﾘ属
H20 ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 ﾄﾘｳﾐｱｶｲｿﾓﾄﾞｷ Glycera  sp. ﾖｺﾔｱﾅｼﾞｬｺ
H21 ﾖｺﾔｱﾅｼﾞｬｺ Heteromastus  sp. ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ ﾁｺﾞｶﾞﾆ ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ

○河口干潟

○住吉干潟

　【春季】

　【春季】
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6-3-6-2  浅海域河床底質調査地点での定量調査における確認種の経年変化 

平成 18 年度以降の浅海域河床底質調査地点での定量調査結果について、確認種数の経年

変化を図 6-3-6-2 に示す。 

調査地点数が 3地点であった平成 18 年度の春季は、確認種数が 23 種と最小だが、平成 18

年度の秋季以降はこれより多い 35～79 種の間で推移している。 

季節別に確認種数を見ると、春季、秋季の 2 回の調査が実施された平成 19 年度および平

成 21 年度は、いずれも春季の確認種数が秋季を大きく上回っている。また、平成 19 年度と

平成 21 年度の間では、春季の確認種数に大きな変化はみられないが、秋季については、平

成 21 年度に顕著に減少している。これは、平成 21 年 8 月 9日の台風 9号の接近に伴う出水

により、汽水域が長時間淡水化したことで、汽水・海水性の種が影響を受けたことによるも

のと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1)平成 19 年度は春季のみ 3地点、平成 19 年度の秋季以降は 6地点で調査を実施している。 

2)平成 20 年度は春季に調査を実施していない。 

 

図 6-3-6-2 確認種数の経年変化（浅海域河床底質調査：定量調査） 
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平成 18 年度以降の浅海域河床底質調査地点での定量調査結果における個体数でみた優占

種を表 6-3-6-2 に示す。 

平成 18 年度以降実施された 7回の調査のうち、6回でホトトギスガイが第一位の優占種と

なっている。本種は河床でマット状に集団を形成することから、第一位の優占種になる機会

が多かったものと考えられる。 

ホトトギスガイ以外では、各調査年度において、アサリ、エドガワミズゴマツボ、カタマ

ガリギボシイソメが上位の優占種になっている。このうち、アサリは平成 20 年度以降には

上位の優占種になっていないことから、浅海域河床底質調査地点において減少傾向にある可

能性が考えられる。 

 

表 6-3-6-2 個体数でみた上位優占種（浅海域河床底質調査：定量調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1)平成 19 年度は春季のみ 3地点、平成 19 年度の秋季以降は 6地点で調査を実施している。 

2)平成 20 年度は春季に調査を実施していない。 

　　　　　　　優占順位
調査年度

第一位 第二位 第三位 第四位 第五位

H18 ｱｻﾘ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ科 ｱﾅｼﾞｬｺ属 Goniada sp.
H19 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｱｻﾘ ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Mediomastus  sp.
H21 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ｼｽﾞｸｶﾞｲ Euclymeniae亜科 ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ

　　　　　　　優占順位
調査年度

第一位 第二位 第三位 第四位 第五位

H18 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｱｻﾘ ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ ﾆﾎﾝｽﾅﾓｸﾞﾘ Heteromastus  sp.
H19 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ ｱｻﾘ ﾏﾃｶﾞｲ Cossura  sp.
H20 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ｹﾝｻｷｽﾋﾟｵ ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 Cossura  sp.
H21 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ Pseudopolydora sp. ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ

　【春季】

　【秋季】
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6-3-7  ウモレマメガニの経年変化、生活史および基盤環境との関係 
6-3-7-1 ウモレマメガニの確認状況の経年変化 
平成 17 年度～平成 21 年度のウモレマメガニの確認状況を表 6-3-7-1 に、確認地点位置

を図 6-3-7-1 にそれぞれ示す。 

東環状モニタリング調査におけるウモレマメガニの確認状況は、平成 17 年春季に行わ

れた「航路浚渫に係る底質・底生生物調査」で 200 個体以上が確認された結果が最初であ

る。 

その後、平成 18 年度以降継続して調査を行った結果、平成 20 年度までは各調査で 5個

体前後が確認されてきた。 

平成 21 年度調査では、4月に 13 地点で 36 個体、5月に 5地点で 13 個体、6月に 7地点

で 11 個体が確認された。7月および 8月の調査では確認されなかったが、翌年の 3月には

14 地点で 152 個体が確認された。確認地点をみると、P3 の橋脚の上流側の地点である

St.4-1、2-2 および 4-2 等で確認頻度が高かった。 

なお、航路浚渫工事後が終了した平成 22 年 3 月調査時に航路周辺地点（2-2、2-3）に

おいても個体が確認されたことから、航路浚渫工事は、ウモレマメガニの生息状況に対し

て大きな影響は及ぼさなかったものと考えられる。 
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表 6-3-7-1 ウモレマメガニ確認状況（平成 17 年度～21 年度） 

調査時期 測点
個体数
（実数）

採取
方法

地盤高DL.
(m)

含泥率
(%)

備考

1-2  9 ● -0.082 -
2-1  2 ● -3.112 -
2-2  18 ● -0.422 -
2-3  29 ● 0.128 -
3-1  2 ● -1.732 -
3-2  28 ● -0.482 -
3-3  7 ● -0.132 -
4-1  89 ● -2.092 -
4-2  69 ● -0.642 -

平成17年7月 Ｎ9’ 2 ○ -0.259 3.0 H17年7月調査
Ｕ-14 1 △ -1.278 14.2

St.3-1 3 △ -0.695 26.8
St.4-1 1 △ 0.510 19.6
U-01 1 ● -0.251 10.2
U-04 1 ● -1.040 19.5
U-13 1 ● -4.549 88.2
St.4-1 1 ● -0.190 16.8
Ｈ 1 ● -1.642 29.0
No2.5_400 2 ○ 0.266 2.1
SYU-4 1 ● -0.742 27
SYU-5 1 ● -0.672 17.1
SYU-6 4 ● -1.302 11.8
Ｊ 1 ● -1.180 7.9
2-3  4 ● -0.850 21.7
1-2 4 ● -0.317 9.2
2-2 1 ● -0.569 9.5
3-1 5 ● -1.159 16.5
3-3 1 ● -0.174 9.5
St.4-1 6 ● -0.373 7.9
4-2 4 ● -0.787 9.4
4-3 2 ● -0.528 8.4
5-4 1 ● -0.582 6.2
6-2 3 ● -0.740 9.5
6-3 1 ● -2.566 48.2
6-4 2 ● -0.795 10.3
6-6 1 ● -1.519 9.5
U-01 5 ● -1.024 14.6
2-2 1 ● -0.853 13.2
St.4-1 4 ● -0.524 9.7
4-2 3 ● -0.202 6.3
6-6 1 ● -1.375 27.8
U-01 4 ● -1.265 17.1
1-2 2 ● -0.118 16.0
2-2 3 ● -0.798 11.3
St.4-1 1 ● -1.340 17.1
4-2 1 ● -1.178 20.0
5-4 1 ● -1.447 21.1
6-2 1 ● -0.884 10.5
6-6 1 ● -1.679 9.7
U-07 1 ● -0.587 10.2
1-2 25 ● -1.331 11.2
1-3 1 ● -0.164 19.8
2-2 16 ● -1.092 18.1
2-3 7 ● -1.369 7.0
St.4-1 9 ● -1.064 7.7
4-2 28 ● -0.925 7.7
5-6 10 ● -0.988 11.2
6-2 6 ● -1.326 14.9
6-4 3 ● -1.702 14.3
6-6 5 ● -1.640 13.6
U-01 8 ● -1.089 10.1
U-07 10 ● -0.583 3.8
U-12 20 ● -0.492 11.2
U-14 4 ● -0.530 12.2

注1）東環状モニタリング調査は平成15年8月から調査を開始しているが、平成17年5月以前はウモレ
注1）マメガニは確認されていない。
注2）記載した個体数は、実数である。
注3）採取方法は調査時のウモレマメガニ採取方法を示す。
　　　　●：スミスマッキンタイヤ-式採泥器で試料を採取
　　　　○：干潟上で0.25×0.25×0.20m内の試料を採取
　　　　△：潜水作業で8L×2本分試料を採取

H22年3月ウモレマメガニ詳細調査

H20年9月調査

H21年4月ウモレマメガニ詳細調査

H21年5月ウモレマメガニ詳細調査

H21年6月ウモレマメガニ詳細調査

H17年5月調査

H18年10月調査

H19年6月調査

H20年7月調査

平成17年5月

平成18年10月

平成19年6月

平成20年7月

平成22年3月

平成20年9月

平成21年4月

平成21年5月

平成21年6月
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図 6-3-7-1 平成 21 年度までのウモレマメガニ確認状況

1-2
確認時期 確認個体数
H17.5 9

H21.4 4

H21.6 2

H22.3 25

1-3
確認時期 確認個体数
H22.3 1

2-1
確認時期 確認個体数
H17.5 2

2-2
確認時期 確認個体数
H17.5 18

H21.4 1

H21.5 1

H21.6 3

H22.3 16

2-3
確認時期 確認個体数
H17.5 29

H20.9 4

H22.3 7

3-1
確認時期 確認個体数
H17.5 2

H21.4 5

3-2
確認時期 確認個体数
H17.5 28

3-3
確認時期 確認個体数
H17.5 7

H21.4 1

4-1
確認時期 確認個体数
H17.5 89

4-2
確認時期 確認個体数
H17.5 69

H21.4 4

H21.5 3

H21.6 1

H22.3 28

4-3
確認時期 確認個体数
H21.4 2

5-6
確認時期 確認個体数
H22.3 10

6-6
確認時期 確認個体数
H21.4 1

H21.5 1

H21.6 1

H22.3 5

H
確認時期 確認個体数
H19.6 1

J
確認時期 確認個体数
H20.9 1

N9'
確認時期 確認個体数
H17.7 2

No2.5_400
確認時期 確認個体数
H19.6 2

St.3-1
確認時期 確認個体数
H18.10 3

St.4-1
確認時期 確認個体数
H18.10 1

H19.6 1

H21.4 6

H21.5 4

H21.6 1

H22.3 9

SYU-4
確認時期 確認個体数
H20.7 1

SYU-5
確認時期 確認個体数
H20.7 1

SYU-6
確認時期 確認個体数
H20.7 4

U-01
確認時期 確認個体数
H19.6 1

H21.4 5

H21.5 4

H22.3 8

U-04
確認時期 確認個体数
H19.6 1

U-07
確認時期 確認個体数
H21.6 1
H22.3 10

U-12
確認時期 確認個体数
H22.3 20

U-13
確認時期 確認個体数
H19.6 1

U-14
確認時期 確認個体数
H18.10 1
H22.3 4

6-3
確認時期 確認個体数
H21.4 1

5-4
確認時期 確認個体数
H21.4 1
H21.6 1

6-2
確認時期 確認個体数
H21.4 3
H21.6 1

H22.3 6

6-4
確認時期 確認個体数
H21.4 2
H22.3 3
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6-3-7-2  ウモレマメガニの生活史 

1)出現期 

本種の既往調査および平成 21 年度調査等における確認時期を表 6-3-7-2 に示す。 

ウモレマメガニは、当該事業に関する調査では 3月～7月、9月～10 月に確認されている。

一方、徳島空港周辺の海岸で実施されている調査では、「徳島飛行場拡張整備事業および徳

島空港周辺整備事業に係る事後調査および工事中の環境監視 年報 工事 6 年次（平成 18

年 10 月～平成 19 年 9 月 国土交通省四国地方整備局・徳島県）」によると、2 月、5 月～6

月、8月、11 月に確認された記録がある。これらを合わせると両事業による調査が実施され

ていない 1月、12 月を除き、概ね通年確認されれていることとなる。また、徳島空港周辺で

は、図 6-3-7-2 に示すように、冬季（2 月）、春季（5 月、6 月）に個体数が多く、夏季（8

月、9月）および秋季（11 月）に減少する傾向は当該事業における調査で得られた結果と同

様の傾向である。 

 

表 6-3-7-2 ウモレマメガニの確認実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典）徳島飛行場拡張整備事業および徳島空港周辺整備事業に係る事後調査および 
工事中の環境監視 年報 工事６年次  

 図 6-3-7-2  徳島空港環境監視調査で確認されたウモレマメガニ（抜粋） 

調査実績 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

当該事業に関する既往調査による
確認時期（平成17年～平成20年）

当該事業に関する平成21年度調査
による確認時期

徳島空港に関する調査による確認
時期（平成13年～平成19年）
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2)生活史 

ウモレマメガニの平成 21 年度調査結果、既往調査結果および徳島空港に関する調査結果

に基ずく確認状況の概況を表 6-3-7-3 に示す。 

個体数および個体サイズの変動並びに抱卵の状況より、生活史を推察した結果は以下の

とおりである。 

・ 早春季（3月）に確認された個体は 2.5mm 未満の小型の個体数比率が高かったこと、抱

卵個体がいなかったことから、冬季（12 月～2 月）には採取地点周辺に性成熟した個

体が集まり、産卵・孵化をしているものと推察される。 

・ 早春季（3 月）～春季（4 月～6 月）にかけては、2.5mm 未満の個体数比率が低下傾向

となり、2.5～5mm 未満の個体数比率が増加傾向になることから、採取地点周辺で成長

しているものと推察される。 

・ 夏季（7月～9月）には、確認個体数が少なくなることなどから、成長した個体が採取

地点周辺より移動・分散しているものと推察される。 

なお、移動・分散の範囲は、既往調査や徳島空港に関する調査では秋季（10 月、11 月）

にも少数ながら確認記録あること、個体サイズが小さく移動能力が低いと想定されること

などから、遠方にまでおよぶものではないと推察される。 

 

表 6-3-7-3 ウモレマメガニの確認状況の概況 

冬季 早春季 春季 夏季 秋季 時期 

 

 

項目 

12 月～ 

2 月 
3 月 4 月 5 月 6 月 7月～9月

10 月～ 

11 月 

個体数 

（◎：多い時期,○：普通の時期,

△：少ない時期） 

◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ △ 

5.0mm 以上 － 2.7% 47.2% 23.1% 9.1% － － 

2.5～5.0mm  － 25.7% 8.3% 76.9% 81.8% － － 

個体サイズ

の個体数比

率 2.5mm 未満 － 71.7% 44.4% 0.0% 9.1% － － 

抱卵の状況 － 無し 無し 無し 無し － － 

注 1)各時期の個体数の評価は、情報が不足する時期があること、調査努力量が異なり一律で評価できないことなどか

ら、平成 21 年度調査結果、既往調査結果および徳島空港に関する調査結果を踏まえて、相対的にみて多い時期（◎）、

普通の時期（○）、少ない時期（△）の 3段階に区分した。 

2)－は調査データが無いことを示す。 

3)個体サイズの個体数比率および抱卵の状況は、平成 21 年度の調査結果である。 
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6-3-7-3  基盤環境からみたウモレマメガニの生息環境 

ウモレマメガニの分布と基盤環境（含泥率、地盤高）との関係を図 6-3-7-3 に示す。な

お、使用したデータは平成 17 年度以降、定量的に底生生物相を評価した各調査項目の地点

データとした。 

確認地点の含泥率は、概ね 30%以下であった。しかし、平成 19 年 6 月の調査時には、含

泥率 88.2%の地点（U-13）で 1個体が確認されている。 

確認地点の地盤高は、概ね DL0.0～-1.5m の範囲であった。しかし、平成 17 年 5 月の調

査時には、地盤高-3.112m の地点（2-1）で 2 個体が、-2.092m の地点（4-1）で 89 個体が

確認されている。平成 19 年 6 月の調査時にも、地盤高-4.549m の地点（U-13）で 1 個体が

確認されている。 

平成 19 年 6 月調査時の U-13 における確認例は、含泥率および地盤高が他の確認地点か

ら大きくかけ離れた値であること、個体数も 1 個体と少ないことから、偶発的に確認され

たものである可能性が高い。 

以上のことから、ウモレマメガニは、下記の条件を満足する環境を中心に生息している

と考えられる。 

 ・地盤高 DL が 0～-1.5m の干潮位よりやや低い範囲 

 ・含泥率 30%以下の砂質の底質 
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平成19年度調査
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H1906（春季）調査：非出現地点

H1909（秋季)調査：全て非出現地点

H1906（春季）調査：出現地点

平成20年度調査
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H2007調査：非出現地点

H2009（秋季)調査：非出現地点

H2007調査：出現地点

H2009（秋季)調査：出現地点

平成18年度調査
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H1806（春季）調査：全て非出現地点

H1810（秋季)調査：非出現地点

H1810（秋季）調査：出現地点

平成17年度調査
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H1705調査：非出現地点
H1707（夏季)調査：非出現地点

H1705調査：出現地点
H1707(夏季)調査：出現地点

※H1705調査は含泥率のデ－タなし
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H2104調査：非出現地点 H2105調査：非出現地点
H2106（夏季）調査：非出現地点 H2107調査：全て非出現地点
H2108調査：全て非出現地点 H2109（秋季）調査：全て非出現地点
H2203調査：非出現地点 H2104調査：出現地点
H2105調査：出現地点 H2106（夏季）調査：出現地点
H2203調査：出現地点

図 6-3-7-3 ウモレマメガニ確認地点の含泥率と地盤高 
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個体サイズ（甲幅）と含泥率の関係を図 6-3-7-4 に示す。 

個体サイズと含泥率の関係については、個体サイズに関係なく、概ね含泥率が 4%程度～

20%程度の範囲に集中して生息していることが確認された。このことから、個体サイズによ

って異なる含泥率を利用するといった生態的特徴はないものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-3-7-4 個体サイズ（甲幅）と含泥率の関係 
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平成 21 年度におけるウモレマメガニの分布と基盤環境（含水比、全硫化物、塩化物イオ

ン、AVS、TOC、底生藻類量）との関係を図 6-3-7-5 に示す。 

確認地点の含水比は、概ね 30～50%であった。個体数との間には、顕著な傾向はみられな

かった。 

確認地点の全硫化物量は、概ね 0.05mg/g 以下であった。個体数との間には、顕著な傾向

はみられなかった。 

確認地点の塩化物イオン濃度は、概ね 0.3～0.5%であった。しかし、塩化物イオン濃度が

0.84%の地点（6-4）でも 3 個体が確認されている。個体数との間には、顕著な傾向はみら

れなかった。 

AVS は、確認地点、非確認地点ともに、大部分が 0.1mg/g 以下であった。しかし、全調査

地点中 AVS が 0.61mg/g と最も高かった地点（U-14）では 4個体が確認されている。確認の

有無、個体数と AVS の間には、顕著な傾向はみられなかった。 

TOC は、確認地点、非確認地点ともに、0～20mg/g の範囲に広く分布していた。確認の有

無、個体数と TOC の間には、顕著な傾向はみられなかった。 

底生藻類量は、確認地点、非確認地点ともに、おおむね 0～15mg/m2 の範囲であった。確

認の有無、個体数と底生藻類量の間には、顕著な傾向はみられなかった。 
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図 6-3-7-5 基盤環境調査項目とウモレマメガニ確認の有無 
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注)図中のデータは平成 21 年度のデータを使用している。 
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6-3-8  希少種の経年変化 
平成 21 年度および既往調査によって確認された希少種の一覧を表 6-3-8-1 に示す。また、

平成 21 年度に新たに確認された希少種の確認状況を表 6-3-8-2 に、分布状況を図 6-3-8-1

にそれぞれ示す。 

希少種は、平成 21 年度には 52 種が確認され、既往調査結果と合わせると全 71 種が確認

されたこととなる。全 71 種のうち 14 種は、毎年確認されている。 

今年度に新たに確認された希少種は、腕足綱のミドリシャミセンガイ、腹足綱のアダム

ズタマガイ、シラギクガイ、クレハガイ、カキウラクチキレガイモドキ、ヌカルミクチキ

レ、マキモノガイ、カノコキセワタガイ、二枚貝綱のハザクラガイ、イセシラガイ、ヒメ

マスホウガイ、キヌタレガイ、甲殻綱のヒガタスナホリムシ、スネナガイソガニ、マキト

ラノオガニ、海胆綱のオカメブンブクの 16 種である。これらの種の中には、近年、国内で

の分布域が急減しているミドリシャミセンガイやイセシラガイなどが含まれている。新た

に希少種が多く確認されたのは、浅海域におけるウモレマメガニ調査の実施回数が既往調

査に比べ大幅に増加したことなどに起因している。したがって、この結果は底生生物の重

要な生息環境が干潟だけではなく、干潟周辺の浅海域にもおよぶことを示唆するものであ

ると考える。 

本年度新たに確認された 16 種と同様に、これまで 1年しか確認されていない種は、ヒロ

オビヨフバイ、クリイロココミガイ、アリソガイ、オチバガイ、ヘイケガニ、ノコギリガ

ザミ、ベンケイガニの 7種である。 
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① ①’ ② ③ H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21
1 多毛 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ - - - 稀少種 ● ○
2 ﾑｷﾞﾜﾗﾑｼ - - - 危険種 ○

△
○
△
○
△ ○

3 腕足 ﾐﾄﾞﾘｼｬﾐｾﾝｶﾞｲ - - - 危険種 ○
4 腹足 ｲｼﾏｷｶﾞｲ - - 絶滅危惧Ⅱ類 - ○ ●
5 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺｶﾞｲ - 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅寸前種 ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ - - - 危険種 ○ ○ ○ ○ ○
7 ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ - 準絶滅危惧 - 稀少種 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 ｱﾀﾞﾑｽﾞﾀﾏｶﾞｲ - - - 危険種 ○
9 ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ - 準絶滅危惧 - 危険種 ○ ○ ●
10 ﾜｶｳﾗﾂﾎﾞ - 絶滅危惧Ⅱ類 - 絶滅寸前種 ○ ○ ○ ○ ○
11 ｻｻﾞﾅﾐﾂﾎﾞ - - - 稀少種 ○ ○ ○ ○
12 ﾖｼﾀﾞｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ - 絶滅危惧Ⅱ類 - 危険種 ○ ○
13 ﾑｼﾔﾄﾞﾘｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ - 準絶滅危惧 準絶滅危惧 危険種 ○ ○ ○ ○
14 ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ - 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 危険種 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 ｶﾜｱｲｶﾞｲ - 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 危険種 ● ○
16 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ - 準絶滅危惧 準絶滅危惧 危険種 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 ｼﾗｷﾞｸｶﾞｲ - - - 危険種 ○
18 ｸﾚﾊｶﾞｲ - - - 稀少種 ○
19 ｱｶﾆｼ - - 準絶滅危惧 危険種 ○ ○ ○
20 ﾋﾛｵﾋﾞﾖﾌﾊﾞｲ - - - 絶滅寸前種 ○
21 ｶｷｳﾗｸﾁｷﾚｶﾞｲﾓﾄﾞｷ - - - 危険種 ○
22 ﾇｶﾙﾐｸﾁｷﾚ - - - 危険種 ○
23 ﾏｷﾓﾉｶﾞｲ - - - 稀少種 ○
24 ｶﾉｺｷｾﾜﾀｶﾞｲ - - - 危険種 ●
25 ｸﾘｲﾛｺﾐﾐｶﾞｲ - 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 危険種 ○
26 二枚貝 ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ - 準絶滅危惧 - - ○ ○ ○ ○
27 ﾏｺﾞｺﾛｶﾞｲ - - - 絶滅寸前種 ○ ○ ○ ○ ○
28 ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ - 準絶滅危惧 - 危険種 ○ ○
29 ﾊﾏｸﾞﾘ - - - 危険種 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
30 ｱﾘｿｶﾞｲ - - - 絶滅寸前種 ○
31 ﾊｻﾞｸﾗｶﾞｲ 危険種 ○
32 ｵﾁﾊﾞｶﾞｲ - - - 危険種 ○
33 ﾕｳｼｵｶﾞｲ - - - 危険種 ○ ○
34 ﾊﾅｸﾞﾓﾘｶﾞｲ - 絶滅危惧Ⅱ類 - 危険種 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
35 ｸﾁﾊﾞｶﾞｲ - 準絶滅危惧 - - ○ ○ ○
36 ｲｾｼﾗｶﾞｲ - - - 絶滅寸前種 ○
37 ﾋﾒﾏｽﾎｳｶﾞｲ - - - 危険種 ○
38 ｵｵﾉｶﾞｲ - - - 危険種 ○ ○ ○
39 ｸｼｹﾏｽｵｶﾞｲ - - - 危険種 ○ ○ ○ ○ ○ ○
40 ｵｷﾅｶﾞｲ - - - 危険種 ○ ○
41 ｿﾄｵﾘｶﾞｲ - - - 危険種 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
42 ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ - - - 危険種 ○
43 甲殻 ﾋｶﾞﾀｽﾅﾎﾘﾑｼ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類 - - ○
44 ﾖｺﾔｱﾅｼﾞｬｺ - - 準絶滅危惧 - ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
45 ﾆﾎﾝｽﾅﾓｸﾞﾘ - - 準絶滅危惧 - ● ○ ○ ○ ○
46 ﾍｲｹｶﾞﾆ - - 絶滅危惧Ⅰ類 - ○
47 ﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ - - 絶滅危惧Ⅰ類 - ○ ○ ● ○ ○ ○ ●
48 ﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ - - 絶滅危惧Ⅰ類 - ●※
49 ﾌﾀﾊﾋﾟﾝﾉ - - - 絶滅寸前種 ○ ○ ○ ○ ○
50 ｳﾓﾚﾏﾒｶﾞﾆ - - - 現状不明種 ○ ○ ○ ○ ○
51 ﾑﾂﾊｱﾘｱｹｶﾞﾆ - - - 絶滅寸前種 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
52 ｱﾘｱｹﾓﾄﾞｷ - - - 稀少種 ○ ○ ○ ○ ○
53 ｼｵﾏﾈｷ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類 危険種 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
54 ﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 危険種 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
55 ﾄﾘｳﾐｱｶｲｿﾓﾄﾞｷ - - - 危険種 ○ ○ ○ ○ ○ ○
56 ﾊﾏｶﾞﾆ - - 絶滅危惧Ⅱ類 - ○ ○ ○ ○
57 ｱｶﾃｶﾞﾆ - - 準絶滅危惧 - ○ ○ ○ ○ ○ ○
58 ｳﾓﾚﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ - - - 稀少種 ○ ○ ●
59 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ - - 絶滅危惧Ⅱ類 - ○ ○ ○ ○ ○
60 ﾋﾒｱｼﾊﾗｶﾞﾆ - - 絶滅危惧Ⅱ類 - ○ ○ ○ ○ ○ ○
61 ｽﾈﾅｶﾞｲｿｶﾞﾆ - - - 稀少種 ○
62 ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ - - 絶滅危惧Ⅱ類 - ○ ○ ○ ○ ○ ○※ ○
63 ﾋﾒｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ - - - 絶滅寸前種 ○ ●
64 ﾕﾋﾞｱｶﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ - - 絶滅危惧Ⅱ類 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
65 ｸｼﾃｶﾞﾆ - - 絶滅危惧Ⅱ類 稀少種 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
66 ﾌﾀﾊﾞｶｸｶﾞﾆ - - 絶滅危惧Ⅱ類 - ○ ○ ○ ○※ ○ ○
67 ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ - - 絶滅危惧Ⅱ類 - ○
68 ﾏｷﾄﾗﾉｵｶﾞﾆ - - - 稀少種 ○
69 海胆 ｵｶﾒﾌﾞﾝﾌﾞｸ - - - 危険種 ○
70 海鼠 ｳﾁﾜｲｶﾘﾅﾏｺ - - - 危険種 ○ ○ ○
71 ﾄｹﾞｲｶﾘﾅﾏｺ - - - 危険種 ○ ○

71種 3種 17種 24種 54種 22 34 28 36 43 38 52
は平成１５年度から継続して確認されている種を示す。

△印で示したムギワラムシは棲管は確認出来たが、ムギワラムシ本体は採取されていない。また、※印は目視でのみ確認した種を示す
太字の種は今年度新たに確認された希少種を示す。
●印は底生生物調査では確認されず、同年に実施した魚類調査のみで確認された種を示す。

　　「哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物I及び植物IIのレッドリストの見直しについて・貝類」：環境省（2007年8月）

　　　準絶滅危惧    ＝徳島県において､現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」として上位

　　　　　　　　　　　ランクに移行する要素を有するもの。

　　絶滅寸前　＝人為の影響の如何に問わず、個体数が異常に減少し、放置すればやがて絶滅すると推定される種。

　　危険　　　＝絶滅に向けて進行しているとみなされる種、今すぐ絶滅という危機に瀕するということはないが、現状では
　　　　　　　　確実に絶滅の方向へ向かっていると判断されるもの。

　　稀少    　＝特に絶滅を危惧されることはないが、もともと個体数が非常に少ない種。

　　現状不明　＝最近の生息の状況が乏しい種。

和名分類群

③「WWF　Japan　Science　Report　Vol3(日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状)」：WWF Japan（1996年）

　　　絶滅危惧Ⅱ類　＝徳島県において､絶滅の危機が増大している種。

②「徳島県の絶滅のおそれのある野生生物－徳島県版レッドデータブック－」：徳島県（2001年）

①　「改訂日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－　・甲殻類等」：環境省（2006年2月）

　　準絶滅危惧　＝現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する要素を有するもの

　　絶滅危惧Ⅱ類　＝絶滅の危険が増大している種

　　　絶滅危惧Ⅰ類　＝徳島県において､絶滅の危機に瀕している種。

合計

No. 選定状況

①’「鳥類、爬虫類、両生類及びその他無脊椎動物のレッドリストの見直しについて・その他無脊椎動物」：環境省（2006年12月）

　　準絶滅危惧　＝現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する要素を有するもの

　　絶滅危惧Ⅰ類　＝絶滅の危機に瀕している種

　　絶滅危惧Ⅱ類　＝絶滅の危険が増大している種

調査年度

 

表 6-3-8-1 希少種の出現状況の経年変化 
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表 6-3-8-2 平成 21 年度に新たに確認された希少種 

種名 調査時期 地点名
個体数
（実数）

調査項目

平成21年8月 7-1 1 ウモレマメガニ詳細調査
平成22年3月 5-3 1 ウモレマメガニ詳細調査
平成21年5月 6-1 1 ウモレマメガニ詳細調査

1-1 1 ウモレマメガニ詳細調査
2-1 2 ウモレマメガニ詳細調査
5-3 1 ウモレマメガニ詳細調査
6-2 3 ウモレマメガニ詳細調査
6-4 4 ウモレマメガニ詳細調査
6-6 1 ウモレマメガニ詳細調査

平成22年3月 U-09 1 ウモレマメガニ広域調査
平成21年6月 No.8.5_150 1 魚類調査
平成21年7月 U-01 1 ウモレマメガニ詳細調査

1-3 3 ウモレマメガニ詳細調査
6-3 1 ウモレマメガニ詳細調査

平成21年6月 No.0.5_250 1 定量調査
No.1.5_350 1 魚類調査
No.4.0_100 1 魚類調査

No.7.5_150 2 魚類調査

No.8.5_150 1 魚類調査

No.9.5_200 1 魚類調査

平成21年6月 No.-3.5_100 8 ヨシ原調査
平成22年3月 U-04 5 ウモレマメガニ広域調査

No.-3.75_75 1 魚類調査
No.-6.5_150 1 魚類調査
No.-8.0_150 1 魚類調査
No.-9.5_150 1 魚類調査
No.-10.0_250 1 魚類調査
No.-7.5_260 4 魚類調査
No.-8.5_260 6 魚類調査

平成22年3月 U-11 1 ウモレマメガニ広域調査
平成21年4月 5-1 1 ウモレマメガニ詳細調査

2-1 1 ウモレマメガニ詳細調査

6-3 1 ウモレマメガニ詳細調査

平成21年7月 5-3 1 ウモレマメガニ詳細調査
カノコキセワタガイ 平成21年6月 No.3.0_100 1 魚類調査

No.10.0_250 1 定量調査
No.12.0_350 1 定量調査

平成21年4月 5-3 1 ウモレマメガニ詳細調査
平成21年5月 5-1 1 ウモレマメガニ詳細調査
平成21年6月 5-3 1 ウモレマメガニ詳細調査

6-5 2 ウモレマメガニ詳細調査
6-6 1 ウモレマメガニ詳細調査

ヒメマスホウガイ 平成21年6月 U-02 1 ウモレマメガニ広域調査
平成21年4月 5-1 1 ウモレマメガニ詳細調査
平成21年5月 5-1 1 ウモレマメガニ詳細調査
平成21年7月 2-1 1 ウモレマメガニ詳細調査

ヒガタスナホリムシ 平成21年6月 U-10 11 ウモレマメガニ広域調査
U-09 2 ウモレマメガニ広域調査
5-5 1 ウモレマメガニ詳細調査
No.-11.0_280 1 指標種調査
No.13.5_300 2 魚類調査

オカメブンブク 平成21年7月 7-2 1 ウモレマメガニ詳細調査

平成21年9月
マキトラノオガニ

平成21年7月

ミドリシャミセンガイ

アダムズタマガイ

カキウラクチキレガイモドキ

ヌカルミクチキレ

スネナガイソガニ

平成21年6月

平成22年3月

シラギクガイ

クレハガイ

マキモノガイ

ハザクラガイ

平成21年6月

平成21年5月

イセシラガイ

キヌタレガイ

平成21年5月

平成21年6月

平成21年7月
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ミドリシャミセンガイの確認地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アダムズタマガイの確認地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シラギクガイの確認地点 

 

図 6-3-8-1(1) 平成 21 年度に新たに確認された希少種の分布図 
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クレハガイの確認地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カキウラクチキレガイモドキの確認地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヌカルミクチキレの確認地点 

 

図 6-3-8-1(2) 平成 21 年度に新たに確認された希少種の分布図 
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マキモノガイの確認地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カノコキセワタガイの確認地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハザクラガイの確認地点 

 

図 6-3-8-1(3) 平成 21 年度に新たに確認された希少種の分布図 
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イセシラガイの確認地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒメマスホウガイの確認地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キヌタレガイの確認地点 

 

図 6-3-8-1(4) 平成 21 年度に新たに確認された希少種の分布図 
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ヒガタスナホリムシの確認地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スネナガイソガニの確認地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マキトラノオガニの確認地点 

 

図 6-3-8-1(5) 平成 21 年度に新たに確認された希少種の分布図 
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オカメブンブクの確認地点 

 

図 6-3-8-1(6) 平成 21 年度に新たに確認された希少種の分布図 
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6-3-9  確認種の経年変化 
平成 15 年度から平成 21 年度の経年の確認種の概要を図 6-3-9-1 に、経年の確認種リス

トを表 6-3-9-1 にそれぞれ示す。なお、確認種の計数に当たっては、同定が門～属止まり

の種類については、他に同門～同属の生物が確認されている場合は、種数として計数して

いない。 

確認種数は、調査項目、調査地点等が多くなった平成 18 年度以降は 150 種以上が確認さ

れ、平成 17 年度以前より多くなっている。秋季のみの調査であった平成 20 年度において

も、平成 19 年度と概ね同等の種数が確認されている。ウモレマメガニ調査の地点数、実施

回数が増えた平成 21 年度は、これまでの各年の確認種数を大きく上回る 369 種が確認され

ている。 

経年的な確認種の傾向としては、平成 15 年度から継続して節足動物門、環形動物門、軟

体動物門が多数確認されており、平成 21 年度もその傾向は同様である。 

なお、表在性指標種は概ね継続して確認されており、平成 21 年度は全ての表在性指標種

が確認されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-3-9-1 経年(H15～H21)の確認種の概要 
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表 6-3-9-1(1) 経年確認種リスト（1/8） 

分類群 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度

門 綱 目 科 和名 学名 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種

1 海綿動物 普通海面 ｲｿｶｲﾒﾝ ｲｿｶｲﾒﾝ ｲｿｶｲﾒﾝ属 Halichondria  sp. ○

2 ｻﾞﾗｶｲﾒﾝ ｻﾞﾗｶｲﾒﾝ ｻﾞﾗｶｲﾒﾝ属 Callyspongia  sp. ○

3 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛ虫 軟ｸﾗｹﾞ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 Campanulariidae ○

4 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 Edwardsiidae ○ ○

- － ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 Actiniaria ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 海鰓 ｳﾐｻﾎﾞﾃﾝ ｳﾐｻﾎﾞﾃﾝ Cavernularia obesa ○ ○

6 ﾔﾅｷﾞｳﾐｴﾗ ﾔﾅｷﾞｳﾐｴﾗ科 Virgulariidae ○

7 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ ﾏﾀﾞﾗﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ Cerianthus punctatus ○

- ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科 Cerianthidae ○ ○

8 扁形動物 渦虫 多岐腸 － 多岐腸目 Polycladida ○ ○ ○ ○ ○

9 紐形動物 ﾋﾓﾑｼ ﾎｿﾋﾓﾑｼ ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ科 Cephalothrichidae ○

10 ﾂﾌﾞﾗﾇｽ － ﾂﾌﾞﾗﾇｽ目 Palaeonemertea ○ ○

11 ﾋﾓﾑｼ ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 Lineidae ○ ○ ○ ○

12 ﾊﾘﾋﾓﾑｼ ﾊﾘﾋﾓﾑｼ ｱﾑﾌｨﾎﾟｰﾙｽ － Zygonemertes  sp. ○

- － ﾊﾘﾋﾓﾑｼ目 Hoplonemertea ○ ○ ○ ○

- － － － 紐形動物門 Nemertinea ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 星口動物 ｽｼﾞﾎｼﾑｼ ﾌｸﾛﾎｼﾑｼ ｽｼﾞﾎｼﾑｼ ｽｼﾞﾎｼﾑｼ科 Sipunculidae ○

14 ﾌｸﾛﾎｼﾑｼ ｸﾛﾎｼﾑｼ Thysanocardia nigra ○ ○ ○ ○

- ﾌｸﾛﾎｼﾑｼ科 Golfingiidae ○

- － － － 星口動物門 Sipuncula ○ ○ ○ ○

15 環形動物 多毛 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｳﾛｺﾑｼ － Harmothoe sp. ○ ○ ○

- ｳﾛｺﾑｼ科 Polynoidae ○ ○

16 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ － Sthenelais sp. ○ ○ ○

17 － Sthenolepis sp. ○ ○ ○

- ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 Sigalionidae ○ ○

18 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ － Anaitides sp. ○ ○ ○ ○

19 － Eteone sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 － Eumida sp. ○ ○ ○

21 － Mysta  sp. ○

22 － Phyllodoce sp. ○ ○

- ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 Phyllodocidae ○ ○

23 ｶｷﾞｺﾞｶｲ － Pilargis  sp. ○

24 ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra phuketensis ○

- － Sigambra  sp. ○ ○ ○ ○

- ｶｷﾞｺﾞｶｲ科 Pilargidae ○

25 ｶｷﾞｱｼｺﾞｶｲ ｶｷﾞｱｼｺﾞｶｲ Paralacydonia paradoxa ○ ○

26 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ － Gyptis sp. ○ ○ ○ ○

27 － Nereimyra  sp. ○

28 － Ophiodromus sp. ○ ○

29 ｼﾘｽ ｼﾘｽ亜科 Syllinae ○

30 ｺﾞｶｲ ｺｹｺﾞｶｲ Ceratonereis erythraeensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 ﾔﾏﾄｶﾜｺﾞｶｲ Hediste diadroma ○ ○

- － Hediste sp. ○ ○ ○ ○

32 － Leonnates sp. ○ ○

33 ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ Neanthes succinea ○

34 ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 － Nereis  sp. ○

36 ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ Perinereis nuntia brevicirris ○ ○ ○

37 ｲｼｲｿｺﾞｶｲ Perinereis nuntia var.vallata ○

38 ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ Platynereis bicanaliculata ○ ○ ○

39 ｶﾆｺﾞｶｲ Tambalagamia fauveli ○

40 ｲﾄﾒ Tylorrhynchus heterochaetus ○ ○ ○ ○

- ｺﾞｶｲ科 Nereidae ○ ○

41 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ ﾄｳﾖｳｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Aglaophamus sinensis ○ ○ ○

- － Aglaophamus sp. ○ ○

42 ｺﾌﾞｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Micronephthys sphaerocirrata orientalis ○

43 ﾊﾔﾃｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys caeca ○

44 ｺｸﾁｮｳｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys californiensis ○ ○

45 ｺｸﾃﾝｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys neopolybranchia ○

46 ｺﾉﾊｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys oligobranchia ○ ○ ○ ○

47 ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys polybranchia ○ ○ ○ ○

- － Nephtys sp. ○ ○ ○ ○ ○

48 ﾁﾛﾘ ﾁﾛﾘ Glycera subaenea ○

- － Glycera sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 ﾋﾅｻｷﾁﾛﾘ Hemipodus yenourensis ○

50 ﾆｶｲﾁﾛﾘ － Glycinde sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 － Goniada sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ ﾅｶﾞﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ Bhawania goodei ○

- ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ科 Chrysopetalidae ○

53 ﾎﾞｳｾｷｳﾛｺﾑｼ ﾎﾞｳｾｷｳﾛｺﾑｼ Acoetes  sp. ○

54 ｲｿﾒ ｲｿﾒ － Lysidice sp. ○

55 － Marphysa sp. ○

56 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ － Lumbrineris sp. ○ ○ ○

57 ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Scoletoma longifolia ○ ○ ○ ○ ○ ○

58 ｺｱｼｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Scoletoma nipponica ○ ○ ○ ○

- － Scoletoma sp. ○ ○

- ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科 Lumbrineridae ○

59 ﾅﾅﾃｲｿﾒ ｽｺﾞｶｲｲｿﾒ Diopatra bilobata ○ ○ ○ ○

60 ｺｲｿﾒ － Schistomeringos  sp. ○

61 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ ﾅｶﾞﾎｺﾑｼ Haploscoloplos elongatus ○ ○ ○

No.

注1）　　　　：表在性指標種を示す。
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分類群 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度

門 綱 目 科 和名 学名 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種

62 （環形動物） （多毛） （ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ） （ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ） － Naineris  sp. ○

63 － Scoloplos  sp. ○ ○ ○

64 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ ｹﾝｻｷｽﾋﾟｵ Aonides oxycephala ○ ○ ○ ○ ○

- － Aonides sp. ○ ○

65 － Boccardiella sp. ○ ○

66 － Dipolydora  sp. ○

67 － Paraprionospio  sp.TypeA ○ ○ ○ ○

68 － Paraprionospio  sp.TypeB ○

69 － Polydora  sp. ○ ○ ○ ○

70 ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ Prionospio japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

71 ﾏｸｽﾋﾟｵ Prionospio paradisea ○

72 ﾌﾀｴﾗｽﾋﾟｵ Prionospio sexoculata ○ ○

73 ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ Prionospio pulchra ○ ○ ○ ○

74 ｴｰﾚﾙｼｽﾋﾟｵ Prionospio ehlersi ○ ○

75 ｿﾃﾞﾅｶﾞｽﾋﾟｵ Prionospio depauperata ○

- － Prionospio  sp. ○ ○ ○ ○

76 － Pseudopolydora sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

77 － Rhynchospio sp. ○ ○ ○ ○

78 － Scolelepis  sp. ○ ○ ○ ○

79 － Spio sp. ○ ○

80 ｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ Spiophanes bombyx ○ ○ ○

81 ｽｽﾞｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ Spiophanes kroeyeri ○

- － Spiophanes sp. ○

- ｽﾋﾟｵ科 Spionidae ○ ○ ○ ○ ○

82 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ Magelona japonica ○ ○ ○ ○

- － Magelona sp. ○ ○

83 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ Chaetopterus variopedatus ○ ○

84 ﾑｷﾞﾜﾗﾑｼ Mesochaetopterus japonicus ○ ○ ○ ○

- ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科 Chaetopteridae ○

85 ﾄｯｸﾘｺﾞｶｲ － Poecilochaetus sp. ○

86 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ － Chaetozone sp. ○ ○ ○

87 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Cirriformia tentaculata ○ ○ ○ ○

88 － Tharyx  sp. ○ ○ ○ ○

- ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科 Cirratulidae ○ ○

89 ﾋﾄｴﾗｺﾞｶｲ ﾋﾒｴﾗｺﾞｶｲ － Aricidea  sp. ○ ○

90 － Cossura  sp. ○ ○ ○ ○

91 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ Sternaspis scutata ○ ○ ○ ○

92 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ － Capitella capitata ○

- － Capitella sp. ○ ○ ○

93 － Heteromastus sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

94 － Mediomastus sp. ○ ○ ○ ○ ○

95 － Notomastus sp. ○ ○ ○ ○

- ｲﾄｺﾞｶｲ科 Capitellidae ○ ○ ○ ○

96 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ ﾅｶﾞｵﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ Praxillella pacifica ○

- Euclymeninae亜科 Euclymeninae ○

- ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科 Maldanidae ○ ○ ○ ○

97 ﾀﾏｼｷｺﾞｶｲ ﾀﾏｼｷｺﾞｶｲ Arenicola brasiliensis ○

98 ﾁﾏｷｺﾞｶｲ ﾁﾏｷｺﾞｶｲ ﾁﾏｷｺﾞｶｲ Owenia fusiformis ○ ○

99 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ﾂﾂｵｵﾌｪﾘｱ Armandia lanceolata ○

- － Armandia sp. ○ ○

100 － Euzonus  sp. ○ ○ ○ ○

101 － Travisia sp. ○

102 ﾌｻｺﾞｶｲ ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ Lagis bocki ○ ○ ○

103 － Pectinaria sp. ○ ○

- ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ科 Pectinariidae ○ ○ ○

104 ｶﾝﾑﾘｺﾞｶｲ － Idanthyrsus  sp. ○

105 ﾌｻｺﾞｶｲ － Amaeana sp. ○ ○ ○ ○

106 － Amphitrite sp. ○ ○

- ｱﾝﾌｨﾄﾘﾃ亜科 Amphitritinae ○ ○

107 － Lanice sp. ○ ○

108 － Loimia sp. ○

109 － Lysilla  sp. ○ ○ ○ ○

110 － Nicolea sp. ○ ○ ○

111 － Pista sp. ○

112 － Polycirrus  sp. ○

- ﾎﾟﾘｷﾙｽ亜科 Polycirrinae ○ ○

113 － Streblosoma sp. ○

- ﾌｻｺﾞｶｲ科 Terebellidae ○ ○ ○

114 ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ Amphicteis gunneri ○

- ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ科 Ampharetidae ○

115 ﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ ﾆｾﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ Terebellides kobei ○

116 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ － Chone sp. ○ ○ ○ ○ ○

117 － Euchone sp. ○ ○ ○

118 ﾛｳﾄｹﾔﾘ Myxicola infundibulum ○

119 － Potamilla  sp. ○ ○ ○

120 － Pseudopotamilla sp. ○ ○

- ｹﾔﾘ科 Sabellidae ○ ○ ○ ○

121 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｶﾆﾔﾄﾞﾘｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Ficopomatus enigmaticus ○

122 ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ Hydroides ezoensis ○

- ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 Serpulidae ○

123 ｳﾐｹﾑｼ ｳﾐｹﾑｼ － Linopherus  sp. ○

No.

表 6-3-9-1(2) 経年確認種リスト（2/8） 
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表 6-3-9-1(3) 経年確認種リスト（3/8） 

分類群 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度

門 綱 目 科 和名 学名 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種

124 （環形動物） （多毛） ﾊﾎﾞｳｷｺﾞｶｲ ﾊﾎﾞｳｷｺﾞｶｲ － Brada  sp. ○

125 貧毛 ﾅｶﾞﾐﾐｽﾞ ﾌﾄﾐﾐｽﾞ ｲｿﾐﾐｽﾞ Pontodrilus matsushimensis ○ ○ ○

- － Pontodrilus sp. ○

126 ﾋﾙ 吻蛭 ｳｵﾋﾞﾙ ｳｵﾋﾞﾙ科 Piscicolidae ○

127 触手動物 箒虫 箒虫 ﾎｳｷﾑｼ － Phoronis sp. ○ ○ ○ ○

128 ｺｹﾑｼ 唇口 ｶｸｸﾞﾁｺｹﾑｼ － Hippopodina  sp. ○

129 ｱﾐﾒｺｹﾑｼ ｱﾐﾒｺｹﾑｼ科 Membraniporidae ○

130 ﾃﾝｸﾞｺｹﾑｼ ﾃﾝｸﾞｺｹﾑｼ科 Petraliellidae ○

- － 唇口目 Cheilostomata ○

131 腕足 無穴 ｼｬﾐｾﾝｶﾞｲ ﾐﾄﾞﾘｼｬﾐｾﾝｶﾞｲ Lingula anatina ○

132 軟体動物 腹足 ｶｻｶﾞｲ ﾕｷﾉｶｻｶﾞｲ ﾋﾒｺｻﾞﾗｶﾞｲ Patelloida pygmaea ○

133 原始腹足 ﾘｭｳﾃﾝｻｻﾞｴ － Homalopoma sp. ○

134 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ ｷｻｺﾞ Umbonium costatum ○ ○ ○

135 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ ｲｼﾏｷｶﾞｲ Clithon retropictus ○ ○

136 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺｶﾞｲ Neritina cornucopia ○ ○ ○ ○ ○ ○

137 中腹足 ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ Littoraria articulata ○ ○ ○ ○ ○ ○

138 ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ Littorina brevicula ○ ○ ○

139 ﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ Stenothyra edogawaensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- － Stenothyra sp. ○

140 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ Crepidula onyx ○ ○ ○

141 ﾀﾏｶﾞｲ ｱﾀﾞﾑｽﾞﾀﾏｶﾞｲ Cryptonatica adamsiana ○

142 ﾈｺｶﾞｲ Eunaticina papilla papilla ○

143 ﾂﾒﾀｶﾞｲ Glossaulax didyma ○ ○ ○ ○

- ﾀﾏｶﾞｲ科 Naticidae ○ ○ ○

144 ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ Iravadia elegantula ○ ○ ○

145 ﾜｶｳﾗﾂﾎﾞ Iravadia sakaguchii ○ ○ ○ ○ ○

146 ｻｻﾞﾅﾐﾂﾎﾞ ｻｻﾞﾅﾐﾂﾎﾞ Elachisina ziczac ○ ○ ○ ○

147 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ ｸﾘｲﾛｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ Angustassiminea castanea ○ ○ ○ ○

148 ﾖｼﾀﾞｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ Angustassiminea yoshidayukioi ○ ○

149 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ Assiminea japonica ○ ○ ○ ○

150 ﾑｼﾔﾄﾞﾘｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ Assiminea parasitologica ○ ○ ○ ○

151 ﾋﾗﾄﾞｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ Assiminea hiradoensis ○ ○ ○ ○

- ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ属 Assiminea spp. ○ ○ ○ ○

- ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ科 Assimineidae ○ ○ ○ ○ ○ ○

152 ﾘｿﾂﾎﾞ － Lucidestea  sp. ○

- ﾘｿﾂﾎﾞ科 Rissoidae ○ ○

153 ｳﾐﾆﾅ ﾎｿｳﾐﾆﾅ Batillaria cumingi ○ ○ ○ ○ ○

- ｳﾐﾆﾅ科 Batillariidae ○

154 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ Cerithidea cingulata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

155 ｶﾜｱｲｶﾞｲ Cerithidea djadjariensis ○ ○ ○

156 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ Cerithidea rhizophorarum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

157 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ ｼﾏﾊﾏﾂﾎﾞ Australaba picta ○ ○

158 ｽﾅﾓﾁﾂﾎﾞ ｼﾏﾓﾂﾎﾞ Eufenella rufocincta ○

159 ｲｿｺﾊｸｶﾞｲ ｼﾗｷﾞｸｶﾞｲ Pseudoliotia pulchella ○

160 － ﾐｽﾞｼﾀﾀﾞﾐ上科 Valvatoidea ○

161 ﾊﾅｺﾞｳﾅ ﾊﾅｺﾞｳﾅ科 Eulimidae ○

162 異腹足 ｲﾄｶｹｶﾞｲ ｸﾚﾊｶﾞｲ Epitonium clementinum ○

- ｲﾄｶｹｶﾞｲ科 Epitoniidae ○ ○

163 新腹足 ｱｸｷｶﾞｲ ｶｺﾞﾒｶﾞｲ Bedeva birileffi ○

164 ｱｶﾆｼ Rapana thomasiana ○ ○ ○

- ｱｸｷｶﾞｲ科 Muricidae ○ ○ ○

165 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ Mitrella bicincta ○ ○

166 ﾉﾐﾆﾅﾓﾄﾞｷ Zafra mitriformis ○

167 ﾑｼﾛｶﾞｲ ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ Reticunassa festiva ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

168 ｷﾇﾎﾞﾗ Reticunassa japonica ○ ○

169 ﾋﾒﾑｼﾛｶﾞｲ Reticunassa multigranosa ○

- ﾋﾒﾑｼﾛ属 Reticunassa sp. ○ ○

170 ﾊﾅﾑｼﾛｶﾞｲ Zeuxis castus ○

171 ﾋﾛｵﾋﾞﾖﾌﾊﾞｲ Zeuxis succinctus ○

- ﾑｼﾛｶﾞｲ科(ｵﾘｲﾚﾖﾌﾊﾞｲ科) Nassariidae ○ ○

172 ﾏｸﾗｶﾞｲ ﾏｸﾗｶﾞｲ Oliva mustelina mustelina ○

173 ｸﾀﾞﾏｷｶﾞｲ ｸﾀﾞﾏｷｶﾞｲ科 Turridae ○

174 腸紐 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ ｶｷｳﾗｸﾁｷﾚｶﾞｲﾓﾄﾞｷ Brachystomia bipyramidata ○

175 ﾇｶﾙﾐｸﾁｷﾚ Gen. et sp. ○

- ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 Pyramidellidae ○ ○ ○

176 ｲｿﾁﾄﾞﾘ ﾏｷﾓﾉｶﾞｲ Leucotina dianae ○

177 頭楯 ｽｲﾌｶﾞｲ － Didontoglossa  sp. ○

- ｽｲﾌｶﾞｲ科 Cylichnidae ○ ○ ○ ○ ○

178 ｷｾﾜﾀｶﾞｲ ｷｾﾜﾀｶﾞｲ Philine argentata ○ ○ ○ ○

179 ﾖｺﾔﾏｷｾﾜﾀ Yokoyamaia ornatissima ○ ○

180 ﾍｺﾐﾂﾗﾗｶﾞｲ ﾏﾂｼﾏｺﾒﾂﾌﾞ Retusa matsusima ○ ○ ○ ○

- ﾍｺﾐﾂﾗﾗｶﾞｲ科 Retusidae ○ ○ ○

181 ｶﾉｺｷｾﾜﾀｶﾞｲ ｶﾉｺｷｾﾜﾀｶﾞｲ Philinopsis gigliolii ○

- ｶﾉｺｷｾﾜﾀｶﾞｲ科 Aglajidae ○

182 ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ属 Ringiculina  sp. ○

- － 頭楯目 Cephalaspidea ○

183 無楯 ｱﾒﾌﾗｼ ｱﾒﾌﾗｼ Aplysia kurodai ○

184 ﾄｹﾞｱﾒﾌﾗｼ Bursatella leachii ○

185 背楯 ｶﾒﾉｺﾌｼｴﾗｶﾞｲ ｳﾐﾌｸﾛｳ Pleurobranchaea japonica ○ ○

186 嚢舌 － 嚢舌目 Sacoglossa ○

No.

注1）　　　　：表在性指標種を示す。
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分類群 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度

門 綱 目 科 和名 学名 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種

187 （軟体動物） （腹足） 基眼 ｵｶﾐﾐｶﾞｲ ｸﾘｲﾛｺﾐﾐｶﾞｲ Laemodonta siamensis ○

- － － 腹足綱の卵塊 Gastropoda(egg mass) ○

188 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ｸｲﾁｶﾞｲｻﾙﾎﾞｳ Scapharca inaequivalvis ○

189 ｻﾙﾎﾞｳ Scapharca kagoshimensis ○

- ｻﾙﾎﾞｳ属 Scapharca sp. ○

- ﾌﾈｶﾞｲ科 Arcidae ○

190 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ Musculista senhousia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

191 ﾀﾏｴｶﾞｲ属 Musculus sp. ○

192 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ Mytilus galloprovincialis ○

193 ｸﾛｸﾞﾁｶﾞｲ Xenostrobus atratus ○

194 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ Xenostrobus securis ○ ○ ○ ○ ○

195 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ科 Pinnidae ○

196 ﾐﾉｶﾞｲ ﾕｷﾐﾉｶﾞｲ属 Limaria sp. ○ ○

- ﾐﾉｶﾞｲ科 Limidae ○

197 ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜｶﾞｲ ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜｶﾞｲ Anomia chinensis ○

198 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ ﾏｶﾞｷ Crassostrea gigas ○ ○ ○ ○ ○ ○

- ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 Ostreidae ○

199 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｼｼﾞﾐ ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ Corbicula japonica ○ ○ ○ ○ ○

- ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ属 Corbicula sp. ○ ○ ○

200 ｳﾛｺｶﾞｲ ｳﾛｺｶﾞｲ科 Galeommatidae ○ ○

201 ﾏｺﾞｺﾛｶﾞｲ ﾏｺﾞｺﾛｶﾞｲ Peregrinamor ohshimai ○ ○ ○ ○ ○

202 ｹｼﾄﾘｶﾞｲ ｹｼﾄﾘｶﾞｲ Alvenius ojianus ○ ○ ○

203 ﾌﾅｶﾞﾀｶﾞｲ ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ Trapezium liratum ○ ○

204 ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ ﾏﾙﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ Montacutona japonica ○

- ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科 Montacutidae ○ ○ ○ ○

205 ｻﾞﾙｶﾞｲ ﾁｺﾞﾄﾘｶﾞｲ Fulvia hungerfordi ○ ○ ○ ○

206 ﾄﾘｶﾞｲ Fulvia mutica ○ ○

207 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｵｷｼｼﾞﾐ Cyclina sinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

208 ｺﾀﾏｶﾞｲ Gomphina melanaegis ○ ○ ○ ○ ○

209 ｵｷｱｻﾘ Gomphina semicancellata ○ ○ ○

- ﾌｷｱｹﾞｱｻﾘ属 Gomphina sp. ○ ○

210 ﾊﾏｸﾞﾘ Meretrix lusoria ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- ﾊﾏｸﾞﾘ属 Meretrix sp. ○ ○ ○ ○ ○

211 ｲﾖｽﾀﾞﾚ Paphia undulata ○ ○ ○ ○

212 ｶｶﾞﾐｶﾞｲ Phacosoma japonicum ○ ○ ○ ○ ○

213 ｱｻﾘ Ruditapes philippinarum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

214 ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘ Veremolpa micra ○ ○

- ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科 Veneridae ○ ○ ○

215 ﾊﾞｶｶﾞｲ ｱﾘｿｶﾞｲ Coelomactra antiquata ○

216 ﾊﾞｶｶﾞｲ Mactra chinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○

217 ｼｵﾌｷｶﾞｲ Mactra veneriformis ○

- ﾊﾞｶｶﾞｲ属 Mactra sp. ○

218 ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ Raetellops pulchellus ○ ○ ○ ○ ○

- ﾊﾞｶｶﾞｲ科 Mactridae ○ ○

219 ﾌｼﾞﾉﾊﾅｶﾞｲ ﾌｼﾞﾉﾊﾅｶﾞｲ Chion semigranosa ○ ○ ○ ○ ○

220 ｷｭｳｼｭｳﾅﾐﾉｺｶﾞｲ Latona kiusiuensis ○

221 ｼｵｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ ｲｿｼｼﾞﾐ Nuttallia japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

222 ﾊｻﾞｸﾗｶﾞｲ Psammotaea minor ○

223 ｵﾁﾊﾞｶﾞｲ Psammotaea virescens ○ ○

- ﾏｽｵｶﾞｲ属 Psammotaea sp. ○

224 ｱｼﾍﾞﾏｽｵｶﾞｲ Soletellina petalina ○

- ｼｵｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ科 Psammobiidae ○ ○

225 ｱｻｼﾞｶﾞｲ ﾐｼﾞﾝｺﾁｮｳｼｬｸｼ Leptomya minuta ○

226 ｼｽﾞｸｶﾞｲ Theora fragilis ○ ○ ○ ○ ○ ○

227 ｻﾋﾞｼﾗﾄﾘｶﾞｲ Macoma contabulata ○

228 ﾆｯｺｳｶﾞｲ ﾋﾒｼﾗﾄﾘｶﾞｲ Macoma incongrua ○ ○ ○ ○

229 ｺﾞｲｻｷﾞｶﾞｲ Macoma tokyoensis ○

- ｼﾗﾄﾘｶﾞｲ属 Macoma sp. ○ ○

230 ﾄｶﾞﾘﾕｳｼｵｶﾞｲ Moerella culter ○

231 ﾕｳｼｵｶﾞｲ Moerella rutila ○ ○

- ﾓﾓﾉﾊﾅｶﾞｲ属 Moerella sp. ○ ○

232 ｳｽﾞｻﾞｸﾗｶﾞｲ Nitidotellina minuta ○

233 ｻｸﾗｶﾞｲ Nitidotellina nitidula ○ ○ ○

- ﾆｯｺｳｶﾞｲ科 Tellinidae ○

234 ﾊﾅｸﾞﾓﾘｶﾞｲ ﾊﾅｸﾞﾓﾘｶﾞｲ Glauconome chinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

235 ﾁﾄﾞﾘﾏｽｵｶﾞｲ ｸﾁﾊﾞｶﾞｲ Coecella chinensis ○ ○ ○

- ﾁﾄﾞﾘﾏｽｵｶﾞｲ科 Mesodesmatidae ○

236 ﾕｷﾉｱｼﾀｶﾞｲ ﾐｿﾞｶﾞｲ Siliqua pulchella ○ ○ ○

237 ﾏﾃｶﾞｲ ﾏﾃｶﾞｲ Solen strictus ○ ○ ○ ○ ○ ○

- ﾏﾃｶﾞｲ属 Solen sp. ○ ○ ○

238 ﾂｷｶﾞｲ ｲｾｼﾗｶﾞｲ Anodontia stearnsiana ○

239 ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ Pillucina pisidium ○

- ﾂｷｶﾞｲ科 Lucinidae ○

240 ﾊﾅｼｶﾞｲ ﾏﾙﾊﾅｼｶﾞｲ Leptaxinus oyamai ○

241 ﾌﾀﾊﾞｼﾗｶﾞｲ ﾌﾀﾊﾞｼﾗｶﾞｲ科 Ungulinidae ○

242 ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ Lasaea undulata ○

- ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ科 Lasaeidae ○

243 ｵｵﾉｶﾞｲ ｵｵﾉｶﾞｲ ﾋﾒﾏｽﾎｳｶﾞｲ Cryptomya busoensis ○

244 ｵｵﾉｶﾞｲ Mya arenaria oonogai ○ ○ ○

245 ｸｼｹﾏｽｵｶﾞｲ Venatomya truncata ○ ○ ○ ○ ○ ○

No.

表 6-3-9-1(4) 経年確認種リスト（4/8） 



 

3
-6
-1
27

表 6-3-9-1(5) 経年確認種リスト（5/8） 

分類群 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度

門 綱 目 科 和名 学名 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種

246 （軟体動物） （二枚貝） （ｵｵﾉｶﾞｲ） ﾆｵｶﾞｲ ｶﾓﾒｶﾞｲﾓﾄﾞｷ Martesia striata ○

247 ｳﾐﾀｹｶﾞｲﾓﾄﾞｷ ｵｷﾅｶﾞｲ ｵｷﾅｶﾞｲ Laternula anatina ○ ○

248 ｿﾄｵﾘｶﾞｲ Laternula marilina ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

249 ｽｴﾓﾉｶﾞｲ ｽｴﾓﾉｶﾞｲ科 Thraciidae ○

250 ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ Petrasma pusilla ○

251 頭足 ﾀﾞﾝｺﾞｲｶ ﾀﾞﾝｺﾞｲｶ ﾀﾞﾝｺﾞｲｶ科 Sepiolidae ○

252 節足動物 甲殻 ﾐｵﾄﾞｺｰﾊﾟ － ﾐｵﾄﾞｺｰﾊﾟ亜目 Myodocopina ○

253 完胸 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ Amphibalanus amphitrite ○ ○

254 ｱﾒﾘｶﾌｼﾞﾂﾎﾞ Amphibalanus eburneus ○ ○ ○ ○

255 ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ Amphibalanus improvisus ○ ○ ○

256 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ Fistrobalanus albicostatus ○ ○ ○ ○

257 ﾄﾞﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ Fistrobalanus kondakovi ○ ○ ○

258 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus trigonus ○ ○

259 ｺﾉﾊｴﾋﾞ ｺﾉﾊｴﾋﾞ ｺﾉﾊｴﾋﾞ Nebalia japanensis ○ ○ ○

- ｺﾉﾊｴﾋﾞ科 Nebaliidae ○

260 ｱﾐ ｱﾐ ﾊﾏｱﾐ属 Acanthomysis  sp. ○

261 ﾅﾐﾌｸﾛｱﾐ Archaeomysis japonica ○ ○ ○ ○

- ｱﾙｹｵﾐｼｽ属 Archaeomysis sp. ○ ○ ○

262 ｸﾛｲｻｻﾞｱﾐ Neomysis awatschensis ○ ○ ○

- ｲｻｻﾞｱﾐ属 Neomysis sp. ○ ○

263 ｼﾘｴﾗ属 Siriella sp. ○

- ｱﾐ科 Mysidae ○ ○

264 ｸｰﾏ ｶｻﾞﾘｸｰﾏ ｶｻﾞﾘｸｰﾏ科 Lampropidae ○

265 ｸｰﾏ ﾐﾂｵﾋﾞｸｰﾏ Diastylis tricincta ○

- ｸｰﾏ属 Diastylis  sp. ○

266 ｻｻﾞﾅﾐｸｰﾏ属 Dimorphostylis sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

- ｸｰﾏ科 Diastylidae ○ ○

267 ﾅｷﾞｻｸｰﾏ ﾅｷﾞｻｸｰﾏ属 Bodotria  sp. ○

268 等脚 ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ属 Cyathura sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ科 Anthuridae ○

269 ﾍﾗﾑｼ ﾎｿﾍﾗﾑｼ Cleantoides planicauda ○ ○

- ﾎｿﾍﾗﾑｼ属 Cleantoides  sp. ○

270 ﾜﾗｼﾞﾍﾗﾑｼ属 Synidotea sp. ○ ○

271 ｽﾅﾎﾘﾑｼ ﾋｶﾞﾀｽﾅﾎﾘﾑｼ Eurydice akiyamai ○

- ﾅｷﾞｻｽﾅﾎﾘﾑｼ属 Eurydice sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

272 ﾋﾒｽﾅﾎﾘﾑｼ Excirolana chiltoni ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

273 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ Dynoides dentisinus ○

274 ｲｿｺﾂﾌﾞﾑｼ属 Gnorimosphaeroma sp. ○ ○ ○ ○

275 ﾅﾅﾂﾊﾞｺﾂﾌﾞﾑｼ Sphaeroma sieboldii ○ ○ ○

276 ｲﾜﾎﾘｺﾂﾌﾞﾑｼ Sphaeroma wadai ○

- ｺﾂﾌﾞﾑｼ属 Sphaeroma sp. ○

277 ｳｵﾉｴ － Aegathoa  sp. ○

- ｳｵﾉｴ科 Cymothoidae ○

278 ﾌﾅﾑｼ ﾌﾅﾑｼ Ligia exotica ○

279 ｵｶﾀﾞﾝｺﾞﾑｼ ｵｶﾀﾞﾝｺﾞﾑｼ Armadillidium vulgare ○

280 ﾊﾏﾀﾞﾝｺﾞﾑｼ ﾊﾏﾀﾞﾝｺﾞﾑｼ Tylos granulatus ○

281 端脚 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ ｸﾋﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ Ampelisca brevicornis ○ ○ ○ ○ ○

282 ﾌｸﾛｽｶﾞﾒ Ampelisca naikaiensis ○

- ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属 Ampelisca sp. ○ ○

283 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ ｽﾅｶｷｿｺｴﾋﾞ属 Harpiniopsis  sp. ○ ○ ○ ○

- ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 Phoxocephalidae ○

284 ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属 Urothoe sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

285 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 Stenothoe sp. ○

286 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ属 Monoculodes sp. ○ ○ ○ ○ ○

287 ｶﾝﾌｰｿｺｴﾋﾞ属 Perioculodes sp. ○ ○

288 ｻﾝﾊﾟﾂｿｺｴﾋﾞ属 Synchelidium sp. ○ ○ ○

- ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ科 Oedicerotidae ○

289 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 Melita sp. ○ ○ ○

290 ﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ Platorchestia platensis ○ ○

- ﾋﾒﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ属 Platorchestia sp. ○ ○

291 ｽﾅﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ属 Talorchestia  sp. ○ ○

292 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ Trinorchestia trinitatis ○ ○

- ﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ科 Talitridae ○ ○ ○ ○ ○

293 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾍｯﾋﾟﾘﾓｸｽﾞ属 Allorchestes  sp. ○

294 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 Hyale sp. ○ ○

295 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 Aoroides sp. ○ ○

296 ﾆﾎﾝﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ Grandidierella japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○

- ﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ属 Grandidierella sp. ○ ○ ○

- ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ科 Aoridae ○

297 ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ ｿｺｴﾋﾞ属 Gammaropsis  sp. ○ ○

298 ｶﾏｶﾖｺｴﾋﾞ属 Kamaka sp. ○ ○

299 ｵｵｱｼｿｺｴﾋﾞ属 Pareurystheus  sp. ○

300 ｸﾀﾞｵｿｺｴﾋﾞ Photis longicaudata ○

- ｸﾀﾞｵｿｺｴﾋﾞ属 Photis sp. ○ ○

- ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ科 Isaeidae ○ ○

301 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾆｯﾎﾟﾝﾓﾊﾞﾖｺｴﾋﾞ Ampithoe lacertosa ○

- ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 Ampithoe sp. ○ ○ ○ ○

302 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾂﾂﾑｼ Cerapus tubularis ○ ○

303 ﾆﾎﾝﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Corophium volutator japonica ○ ○ ○

- ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 Corophium sp. ○ ○ ○ ○ ○

No.
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表 6-3-9-1(6) 経年確認種リスト（6/8） 

分類群 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度

門 綱 目 科 和名 学名 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種

304 （節足動物） （甲殻） （端脚） （ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ） ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ Ericthonius pugnax ○ ○ ○

- ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ属 Ericthonius sp. ○ ○

305 － Siphonoecetes  sp. ○

- ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ科 Corophiidae ○

306 ｴﾝﾏﾖｺｴﾋﾞ ﾄｹﾞﾎﾎﾖｺｴﾋﾞ属 Paradexamine  sp. ○

307 ﾜﾚｶﾗ ﾃﾅｶﾞﾜﾚｶﾗ Caprella gigantochir ○

308 ｵｵﾜﾚｶﾗ Caprella kroyeri ○

309 ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ Caprella penantis ○

310 ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ Caprella scaura ○

- ﾜﾚｶﾗ属 Caprella sp. ○ ○ ○

311 － Monoliropus  sp. ○

312 ﾄｹﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾃﾌﾞｸﾛﾖｺｴﾋﾞ属 Listriella  sp. ○

313 ｱｺﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ ｱｺﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 Pontogeneia  sp. ○

314 ﾌﾀﾊﾅﾖｺｴﾋﾞ ﾌﾀﾊﾅﾖｺｴﾋﾞ属 Atylus sp. ○

315 十脚 ｸﾙﾏｴﾋﾞ ﾖｼｴﾋﾞ Metapenaeus ensis ○ ○ ○

316 ｼﾊﾞｴﾋﾞ Metapenaeus joyneri ○ ○ ○ ○

317 ｸﾙﾏｴﾋﾞ Penaeus japonicus ○ ○

318 ｳｼｴﾋﾞ Penaeus monodon ○

319 ｸﾏｴﾋﾞ Penaeus semisulcatus ○

- ｸﾙﾏｴﾋﾞ属 Penaeus sp. ○

- ｸﾙﾏｴﾋﾞ科 Penaeidae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

320 ｻｸﾗｴﾋﾞ ｱｷｱﾐ Acetes japonicus ○ ○ ○ ○ ○

321 ｵｷｴﾋﾞ ｿｺｼﾗｴﾋﾞ Leptochela gracilis ○

322 ｶﾄﾞｿｺｼﾗｴﾋﾞ Leptochela pugnax ○

323 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus brevicristatus ○ ○ ○ ○

324 ｵﾆﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus digitalis ○

325 ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus euphrosyne richardsoni ○ ○ ○ ○ ○

326 ｲｿﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus lobidens ○

- ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 Alpheus sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

327 ｾｼﾞﾛﾑﾗｻｷｴﾋﾞ Athanas japonicus ○ ○ ○ ○

- ﾑﾗｻｷｴﾋﾞ属 Athanas sp. ○ ○ ○ ○ ○

328 ｸﾎﾞﾐﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Chelomalpheus koreanus ○

- ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ科 Alpheidae ○ ○ ○

329 ﾂﾉﾒｴﾋﾞ ﾂﾉﾒｴﾋﾞ Ogyrides orientalis ○ ○ ○ ○

330 ﾓｴﾋﾞ ﾂﾉﾓｴﾋﾞ属 Heptacarpus  sp. ○

331 ﾋﾗﾂﾉﾓｴﾋﾞ Latreutes planirostris ○

- ﾓｴﾋﾞ科 Hyppolytidae ○

332 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ ﾊﾔｼﾛｳｿｸｴﾋﾞ Processa sulcata ○

- ﾛｳｿｸｴﾋﾞ属 Processa sp. ○ ○

333 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ ｼﾗﾀｴﾋﾞ Exopalaemon orientis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

334 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Macrobrachium nipponense ○ ○ ○

- ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ属 Macrobrachium sp. ○

335 ｲｿｽｼﾞｴﾋﾞ Palaemon pacificus ○ ○

336 ﾕﾋﾞﾅｶﾞｽｼﾞｴﾋﾞ Palaemon macrodactylus ○ ○ ○

337 ｽｼﾞｴﾋﾞﾓﾄﾞｷ Palaemon serrifer ○ ○ ○ ○

- ｽｼﾞｴﾋﾞ属 Palaemon  sp. ○

- ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ科 Palaemonidae ○ ○

338 ｴﾋﾞｼﾞｬｺ ｴﾋﾞｼﾞｬｺ Crangon affinis ○ ○ ○

339 － Crangon uritai ○ ○ ○

- ｴﾋﾞｼﾞｬｺ属 Crangon sp. ○ ○ ○ ○ ○

- - ｺｴﾋﾞ下目（ｿﾞｴｱ期幼生） Caridea(zoea) ○

340 ｱﾅｴﾋﾞ ｱﾅｴﾋﾞ科 Axiidae ○

341 ﾊｻﾐｼｬｺｴﾋﾞ ﾊｻﾐｼｬｺｴﾋﾞ Laomedia astacina ○ ○ ○ ○ ○

342 ｱﾅｼﾞｬｺ ｱﾅｼﾞｬｺ Upogebia major ○

343 ﾖｺﾔｱﾅｼﾞｬｺ Upogebia yokoyai ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- ｱﾅｼﾞｬｺ属 Upogebia sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

- ｱﾅｼﾞｬｺ科 Upogebiidae ○ ○

344 ｽﾅﾓｸﾞﾘ ﾊﾙﾏﾝｽﾅﾓｸﾞﾘ Callianassa harmandi ○

345 ﾆﾎﾝｽﾅﾓｸﾞﾘ Callianassa japonica ○ ○ ○ ○ ○

346 ｽﾅﾓｸﾞﾘ Callianassa petalura ○

- ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 Callianassa sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

- ｽﾅﾓｸﾞﾘ科 Callianassidae ○ ○

347 ｺｼｵﾘｴﾋﾞ ﾄｳﾖｳｺｼｵﾘｴﾋﾞ Galathea orientalis ○

- ｺｼｵﾘｴﾋﾞ科 Galatheidae ○

348 ﾔﾄﾞｶﾘ ﾄｹﾞﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ Diogenes edwardsii ○

349 ﾄｹﾞﾄｹﾞﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ Diogenes spinifrons ○ ○

- ﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ属 Diogenes  sp. ○

- ﾔﾄﾞｶﾘ科 Diogenidae ○

350 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ Pagurus minutus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ属 Pagurus sp. ○ ○

- ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科 Paguridae ○ ○

351 ｶﾆﾀﾞﾏｼ ﾌﾄｳﾃﾞﾈｼﾞﾚｶﾆﾀﾞﾏｼ Pisidia serratifrons ○ ○

352 ﾔﾄﾞﾘｶﾆﾀﾞﾏｼ Polyonyx sinensis ○

353 ｸﾀﾞﾋｹﾞｶﾞﾆ ｸﾀﾞﾋｹﾞｶﾞﾆ Albunea symnista ○

354 ﾍｲｹｶﾞﾆ ﾍｲｹｶﾞﾆ Neodorippe japonica ○

355 ﾋｼｶﾞﾆ ﾋｼｶﾞﾆ科 Parthenopidae ○ ○ ○

356 ｶﾗｯﾊﾟ ｱﾐﾒｷﾝｾﾝｶﾞﾆ Matuta planipes ○ ○ ○ ○ ○

357 ｷﾝｾﾝｶﾞﾆ Matuta victor ○ ○ ○ ○

- ｷﾝｾﾝｶﾞﾆ属 Matuta  sp. ○

358 ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ Pugettia quadridens quadridens ○ ○

No.
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表 6-3-9-1(7) 経年確認種リスト（7/8） 

分類群 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度

門 綱 目 科 和名 学名 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種

359 （節足動物） （甲殻） （十脚） （ｸﾓｶﾞﾆ） ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ Pyromaia tuberculata ○ ○

360 ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ ﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ Pyrhila pisum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

361 ﾋﾗｺﾌﾞｼ Pyrhila syndactyla ○ ○

- ﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ属 Pyrhila sp. ○ ○

362 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ Cancer gibbosulus ○ ○ ○

363 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ﾌﾀﾎｼｲｼｶﾞﾆ Charybdis bimaculata ○

364 ｲｼｶﾞﾆ Charybdis japonica ○ ○ ○ ○ ○

- ｲｼｶﾞﾆ属 Charybdis sp. ○ ○

365 ﾋﾒｶﾞｻﾞﾐ Portunus hastatoides ○

366 ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ Portunus pelagicus ○ ○ ○ ○

367 ｶﾞｻﾞﾐ Portunus trituberculatus ○ ○ ○ ○ ○

- ｶﾞｻﾞﾐ属 Portunus sp. ○ ○

368 ﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ Scylla serrata ○

- ﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ属 Scylla sp. ○

- ﾜﾀﾘｶﾞﾆ科 Portunidae ○

369 ｶｸﾚｶﾞﾆ ﾖｺﾅｶﾞﾓﾄﾞｷ Asthenognathus inaequipes ○

370 ﾗｽﾊﾞﾝﾏﾒｶﾞﾆ Pinnixa rathbuni ○ ○ ○ ○ ○ ○

- ﾏﾒｶﾞﾆ属 Pinnixa  sp. ○

371 ﾌﾀﾊﾋﾟﾝﾉ Pinnotheres bidentatus ○ ○ ○ ○ ○

372 ｶｷﾞﾂﾞﾒﾋﾟﾝﾉ Pinnotheres pholadis ○ ○

373 ｵｵｼﾛﾋﾟﾝﾉ Pinnotheres sinensis ○

374 ｳﾓﾚﾏﾒｶﾞﾆ Pseudopinnixa carinata ○ ○ ○ ○ ○

375 ｵﾖｷﾞﾋﾟﾝﾉ Tritodynamia horvathi ○

376 ﾖｺﾅｶﾞﾋﾟﾝﾉ Tritodynamia japonica ○

- ｶｸﾚｶﾞﾆ科 Pinnotheridae ○

377 ｽﾅｶﾞﾆ ﾑﾂﾊｱﾘｱｹｶﾞﾆ Camptandrium sexdentatum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

378 ｱﾘｱｹﾓﾄﾞｷ Deiratonotus cristatus ○ ○ ○ ○ ○ ○

379 ﾁｺﾞｶﾞﾆ Ilyoplax pusilla ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

380 ｵｻｶﾞﾆ Macrophthalmus abbreviatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

381 ﾋﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ Macrophthalmus banzai ○

382 ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ Macrophthalmus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- ｵｻｶﾞﾆ属 Macrophthalmus sp. ○ ○ ○ ○ ○

383 ﾅﾝﾖｳｽﾅｶﾞﾆ Ocypode sinensis ○

384 ｽﾅｶﾞﾆ Ocypode stimpsoni ○ ○ ○ ○ ○

- ｽﾅｶﾞﾆ属 Ocypode sp. ○

385 ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ Scopimera globosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

386 ｼｵﾏﾈｷ Uca arcuata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

387 ﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ Uca lactea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- ｽﾅｶﾞﾆ科 Ocypodidae ○

388 ｲﾜｶﾞﾆ ﾄﾘｳﾐｱｶｲｿﾓﾄﾞｷ Acmaeopleura toriumii ○ ○ ○ ○ ○ ○

- ﾋﾒｱｶｲｿｶﾞﾆ属 Acmaeopleura sp. ○

389 ﾊﾏｶﾞﾆ Chasmagnathus convexus ○ ○ ○ ○

390 ｸﾛﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Chiromantes dehaani ○

391 ｱｶﾃｶﾞﾆ Chiromantes haematocheir ○ ○ ○ ○ ○ ○

392 ｳﾓﾚﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Clistocoeloma sinense ○ ○ ○ ○

393 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ Eriocheir japonicus ○ ○ ○ ○ ○

394 ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ Gaetice depressus ○ ○

395 ﾋﾒｱｼﾊﾗｶﾞﾆ Helicana japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○

396 ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ Helice tridens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ属 Helice sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

397 ｽﾈﾅｶﾞｲｿｶﾞﾆ Hemigrapsus longitarsis ○

398 ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ Hemigrapsus penicillatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

399 ﾋﾒｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ Hemigrapsus sinensis ○ ○ ○

400 ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ Hemigrapsus takanoi ○ ○ ○ ○ ○

- ｲｿｶﾞﾆ属 Hemigrapsus sp. ○ ○ ○ ○ ○

401 ｶｸﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Parasesarma pictum ○ ○ ○ ○ ○

402 ｸｼﾃｶﾞﾆ Parasesarma plicatum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

403 ﾕﾋﾞｱｶﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Parasesarma tripectinis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- ｶｸﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ属 Parasesarma  sp. ○

404 ﾌﾀﾊﾞｶｸｶﾞﾆ Perisesarma bidens ○ ○ ○ ○ ○ ○

405 ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Sesarmops intermedius ○

- ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ亜科 Sesarminae ○

- ｲﾜｶﾞﾆ科 Grapsidae ○ ○ ○ ○

406 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ﾏｷﾄﾗﾉｵｶﾞﾆ Pilumnus makianus ○

- － 短尾下目(ﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生) Brachyura (megalopa) ○ ○ ○ ○ ○ ○

- － 短尾下目 Brachyura ○

- － 十脚目 Decapoda ○

407 ｶｲﾐｼﾞﾝｺ Philomedidae － Euphilomedes  sp. ○

408 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 Zeuxo  sp. ○

409 唇脚 ｼﾞﾑｶﾃﾞ － ｼﾞﾑｶﾃﾞ目 Geophilomorpha ○

410 昆虫 半翅 － 半翅目 Hemiptera ○

411 双翅 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科(幼生) Tipulidae (larva) ○

412 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科 Dolichopodidae ○ ○ ○ ○

413 ｱﾌﾞ ｱﾌﾞ科 Tabanidae ○

- － 双翅目(幼虫) Diptera (larva) ○ ○

- － 双翅目(蛹) Diptera (pupa) ○ ○

414 鞘翅 ｴﾝﾏﾑｼ ｴﾝﾏﾑｼ科 Histeridae ○

415 ﾊﾈｶｸｼ ﾊﾈｶｸｼ科 Staphylinidae ○

- － 鞘翅目(幼虫) Coleoptera (larva) ○

416 棘皮動物 蛇尾 閉蛇尾 ﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ ﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ属 Ophiactis sp. ○ ○

- ﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ科 Ophiactidae ○

No.

注1）　　　　：表在性指標種を示す。
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表 6-3-9-1(8) 経年確認種リスト（8/8） 

分類群 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度

門 綱 目 科 和名 学名 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種 確認種

417 （棘皮動物） （蛇尾） （閉蛇尾） ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｶｷｸﾓﾋﾄﾃﾞ Amphioplus japonicus ○ ○

- ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ科 Amphiuridae ○ ○

418 ｸｼﾉﾊｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸｼﾉﾊｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiura kinbergi ○ ○

419 ﾄｹﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ ﾄｹﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ科 Ophiothricidae ○

420 海星 顕帯 ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ属 Astropecten  sp. ○

421 ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ Asterias amurensis ○ ○ ○

422 海胆 ﾎﾝｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ Temnopleurus toreumaticus ○ ○

423 ﾀｺﾉﾏｸﾗ ﾖｳﾐｬｸｶｼﾊﾟﾝ ﾊｽﾉﾊｶｼﾊﾟﾝ Scaphechinus mirabilis ○

424 ﾌﾞﾝﾌﾞｸ ﾋﾗﾀﾌﾞﾝﾌﾞｸ ｵｶﾒﾌﾞﾝﾌﾞｸ Echinocardium cordatum ○

425 海鼠 無足 ｲｶﾘﾅﾏｺ ｳﾁﾜｲｶﾘﾅﾏｺ Labidoplax dubia ○ ○ ○

426 ﾄｹﾞｲｶﾘﾅﾏｺ Protankyra bidentata ○ ○

- ｲｶﾘﾅﾏｺ科 Synaptidae ○ ○

427 ｸﾙﾏﾅﾏｺ ｸﾙﾏﾅﾏｺ科 Chiridotidae ○

428 半索動物 ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ 腸鰓 ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ ｵｵｷﾞﾎﾞｼﾑｼ属 Balanoglossus  sp. ○

- － ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ目 Balanoglossida ○

- － － ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ綱 Enteropneusta ○

429 原索動物 ﾎﾔ ﾏﾒﾎﾞﾔ ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ科 Ascidiidae ○

430 ﾏﾎﾞﾔ ｼﾛﾎﾞﾔ ｼﾛﾎﾞﾔ Styela plicata ○

- ｼﾛﾎﾞﾔ科 Styelidae ○

431 ﾏﾎﾞﾔ ﾏﾎﾞﾔ科 Pyuridae ○

432 ﾌｸﾛﾎﾞﾔ ｶﾝﾃﾝﾎﾞﾔ Eugyra glutinans ○

- ﾌｸﾛﾎﾞﾔ科 Molgulidae ○

82 110 129 160 212 210 369合計

No.

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注1）　　　　：表在性指標種を示す。

   3）同定に使用した主な文献を以下に示す。
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6-4  底生生物調査のまとめ 
・平成 21 年度調査では、合計 12 門 369 種の底生生物か確認された。このうち本年度新

たに確認された種は 143 種であった。既往調査に比べ、ウモレマメガニ調査の実施回

数が大幅に増加したことが、確認種数の増加に繋がったものと考えられる。 

・指標種調査およびヨシ原調査では、春季に 12 種、秋季に 10 種の表在性指標種が確認

された。河口干潟では砂質を好むコメツキガニが、住吉干潟では砂泥質を好むチゴガ

ニ、ヤマトオサガニおよびシオマネキが多数確認されており、平成 15 年度以降、この

傾向は大きく変化していない。 

・ヨシ原調査地点におけるカワザンショウ類調査では、春季に 4 種、秋季に 3 種のカワ

ザンショウ類が確認された。確認個体数は、春季はクリイロカワザンショウ、秋季は

ヒラドカワザンショウが最大であった。カワザンショウ類は、平成 20 年度に減少傾向

がみられたが、平成 21 年度には確認地点数および個体数はおおむね増加していた。 

・定量調査では、春季に河口干潟で 62 種、住吉干潟で 64 種、全体で 87 種の底生生物が

確認された。また、秋季には河口干潟で 59 種、住吉干潟で 55 種、全体で 79 種が確認

された。 

・定量調査地点における個体数でみた第一優占種は、春季の河口干潟ではマルソコエビ

属、住吉干潟ではエドガワミズゴマツボであった。また、秋季の河口干潟ではマルソ

コエビ属、住吉干潟ではヨコヤアナジャコであった。上位優占種の傾向は、平成 18 年

度以降、大きく変化していない。 

・浅海域河床底質調査地点における定量調査では、春季に 79 種、秋季に 41 種の底生生

物が確認された。個体数でみた第一優占種は、春季、秋季ともにホトトギスガイであ

った。経年的にホトトギスガイおよびエドガワミズゴマツボが多数確認されているが、

アサリは平成 20 年度以降減少傾向にある。 

・ウモレマメガニ調査では、4 月に 13 地点（36 個体）、5 月に 5 地点（13 個体）、6 月に

9地点（11 個体）でウモレマメガニが確認された。7月および 8月の調査では確認され

なかったが、翌年の 3月には 14 地点（152 個体）で確認され、平成 18 年度以降の単年

度における確認個体数は過去最大であった。確認地点は主に橋脚 P3の周辺であったが、

住吉干潟の上流端および河口干潟の中間部に地点においても、個体が確認された。ま

た、航路浚渫工事後の調査においても、航路周辺の地点で個体が確認された。 

・ウモレマメガニの確認個体数、個体サイズの季節変化より、本種は冬季に調査地点周

辺で産卵、孵化し、初夏にかけて成長した後、夏季に他の場所に移動・分散するとい

った生活史を持つと推察される。また、地盤高 DL が 0～-1.5m 程度、含泥率が 30%以下

の砂質が、主な生息環境の条件であると考えられる。 

・平成 21 年度調査では、合計 52 種の希少種が確認された。このうち本年度新たに確認

された種は 16 種であった。これらの種の中には、近年、国内での分布域が急減してい

るミドリシャミセンガイやイセシラガイなどが含まれている。新たに希少種が多く確

認されたのは、浅海域におけるウモレマメガニ調査の実施回数が既往調査に比べ大幅

に増加したことなどに起因している。したがって、この結果は底生生物の重要な生息

環境が干潟だけではなく、干潟周辺の浅海域にもおよぶことを示唆するものであると

考える。なお、平成 15 年度以降の調査で確認された希少種は、合計 71 種となった。 

 

 


